






























































































































































































































































































































































































































































































で、 「伝え合い保育」と呼ばれるようになった。 27） 高瀬はこう言う6
｢話し合う」ということは､単にあやまちを非難することではない。「話し合い(伝え合い)」
によってその子の弱さをみんなで考えること、そして、新しい生き方をみんなで考え生み
出すこと。だから、わからない子や遅れた子を仲間に入れていくことに心を砕いたわ。保
育者同士の関係だって全く同じことよ・横のつながりを大事にしたいし、仲間と一緒に成
長していく関係を築きたいじゃない。
多くの保育者や研究者と共に、 日々の実践とその記録を中心に据えた共同研究によって成長
を促進させた高瀬の、同僚性の大切さを説く言葉であった。
結語
戦後、保育者の社会的使命に目覚めた高瀬は、同僚とともに新たな社会が目指す子ども像、
新しい保育理論や技術の確立に逼進した。「保育をするということはただの子守りではなく、
理想の子ども像をもつこと、そのことは未来の社会観を持って子どもを保育するということ」
と語る高瀬が、仲間とともに確立した研究スタイルは、研究者も保育者集団も、先輩も後輩も
対等な立場で、お互いの実践の記録を元に検討しあうというものであった。これは生活の中で
考える子ども、今の大人を乗り越える子どもを目指し、自分自身の保育観や技術を修正し、か
つ、お互いの保育を高めあおうとする情熱にあふれるものであった。高瀬のおびただしい記録
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の量がそれを物語る。
高瀬は「書くことで子どもの面白さの追求をしていたのよ。子どもってこんなこと考えてる
んだって」と笑顔で語った。実践記録から深く子どもの姿やことばを省察し、新たな計画を立
て実践する、この循環が高瀬が求めていた大人と子どもの相互主体的保育を実現させた。今で
こそ保育は子どもの心に共感し、子どもの理解からの出発が当たり前となったが、終戦直後の
当時、このことへの気づきは各自の実践を仲間の前に示し、自己を振り返り矛盾を正そうとす
る保育者集団があってこそ可能であったといえよう。
高瀬はその時々の保育者との出会いの中で、子どもの命を守る保母から、連帯の中で未来の
社会を生きる子どもを育てる保育者へと専門性を高めていった。そしてこの専門性は高瀬一人
の勘やコツを熟達させて高めたのではなく、同僚性、研修によって気づき、築かれるものであ
った。そこには苦しみが伴っていたが、彼女の根底には子どもに対する愛、平和への希求があ
った。
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